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SIBEXにっ いて
星 合 孝 男
南大 洋 の海 洋生 態 系 に対 す る理 解 を よ り深 め る こ と,
南大 洋 の海 洋 生 物 資 源 管 理 の た め の 基 礎 資 料 を 得 る こ と
の二 つ の 目的 を 掲 げ たBIOMASS計 画(Biological　In・
vestigations　of　Marine　Antarctic　Systems　and　Stocks:
南 極海 海 洋 生 態 系 及 び 海 洋 生 物 資 源 に 関 す る生 物 学 的研
究 計画)は1977年か ら1986年の10年に わ た る国 際 共 同研
究 で あ る.こ の計 画 に は2回,参 加 各 国 が一 斉 に,多 数
の 調査 ・研 究 船 を,あ る特 定 海 域 に 派 遣 し観 測 を 行 う計
画 が 含 まれ て いた.第1回 目は1980～81年の 南 半球 夏期
に行 わ れ たFIBEX　(First　International　BIOMASS　Ex-
periment:　第1回 国際BIOMASS実 験)で あ っ た.
SIBEX　(Second　Intemational　BIOMASS　Experiment:
第2回 国際BIOMASS実 験)は,そ の 第2回 目 と して,
1983～84年,1984～85年の2期tc分 け て 実 施 さ れ る もの
で あ る.
FIBEXの 調 査 は,ス コシ ア海,イ ン ド洋 の か な り広
汎 な 海 域 で の ナ ンキ ョ クオ キ ア ミの資 源 昂:推定 に 重 点 を
置 い て な され たが,SIBEXで は,特 定 の 中 規 模 海 域 に お
け る生 態 系 の 調査,研 究 が 目標 とな って い る.南 極 海 の
海 洋 生 態 系 の 中 で,ナ ンキ ョ クオ キア ミが そ の 中 心 的 位
置 を 占め る こ とは言 うまで も な く,ナ ンキ ョクオ キ ア ミ
の 研 究 に 重 点 が置 か れ る.し か し,ナ ンキ ョクオ キ ア ミ
が,ど こに,ど の 位 とい う調 査 だ け に1Lまらず,そ こに
居 るナ ンキ ョクナ キ ア ミは,何 を 食 い,ど の よ うに 成 長
し,性 的 成 熟 を 遂 げ るのか とい った よ うに,ナ ンキ ョク
オ キ ア ミを め ぐ る多 くの課 題 が,動 的 に 追 求 され る こ と
に な って い る.し た が って,海 洋環 境 条 件 は,例 え ば,
動 植 物 プ ラ ン ク トンの 分布 を 規定 す る要 素 と して の 面 か
ら調 べ られ るで あろ う し,植 物 プ ラ ン ク トンは,植 食 性
動物の餌 としての認識を前提に調査されるであろう.ペ
ンギン,ア ザラシは,ナ ンキ ョクオキア ミの捕食者とし
て重要視される.　SIBEXには,水 線の生態研究が含ま
れているが,定 着氷縁から浮氷帯を経て開水面に至る海
域に,ナ ンキョクナキア ミ,力量クイアザ ラシ,多 くの
海鳥が集っている事実か ら推しても.当然のことと思われ
る.
SIBEXの対象となる海域は,ブ ランスフイール ド海
峡,ブ リッヅ湾(モーソン基地北方),ならびに,オ ース
トラリア南方海域である.
さて,　SIBEXに参加する日本の調査 ・研究船は,東京
大学海洋研究所の白鳳丸 東京水産大学の海鷹丸,水 産
庁の開洋丸,「しらせ」である.海洋水産資源開発センタ
ーの唐船 ・第二瑞洋丸は,1資源調査のかたわら,　SIBEX
に協力することになっている.図 に示 したように海鷹丸
は,　FIBEXに引き続き,東経120度線に沿って南下し,
南緯60°付近の調査を実施しながら東進 した後,一 旦北
上,メ ルボルンで物資補給をし,ただちに東経150度線
近傍 を南下,再 び南緯60度付近に至る,こ の付近で再
び.調査 ・研究活動 を行った 後に,シ ドニー に入港 す
る.一方,白 鳳丸は海鷹丸とは逆に,まず,東 経150度
線付近を南下 し,南緯60度付近の海域の調査を行い,北
上,ホ バートに入る.物資補給の後再び南緯60度付近の
調査海域にもどり調査を行う.以 後,西進 し,東経120
度線付近を北上する.すなわち,同 一海域の調査が,時
期を変えて実施できるわけで,短かい南極の夏の聞に,
生態系の経時的な変化がどのように起るかが明らかにな
るものと思われる,
開洋丸は,オ ーストラリア,フ ランス,南 アフリカの
観測船 と共同して,プ リッヅ湾沖の調査 ・研究を実施す
る.プ リマン トルを出てから,開洋丸は西南進 し,南緯46
度東経75度付近から,進路を南にとる.途 中,ハ ー ド島
周辺で稚魚の調査を行った後,ブ リッヅ湾調査海域に至
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り調 査,研 究 に 従 事 す る.一 ・旦,ポ ー ト ・エ リザ ベ スに
物 資 補 給 のた め 寄 港 した 後,再 び,調 査海 域 に もど る.
第2回 目に は,で き るだ け 南進 して 調 査を 行 う計画 で あ
る.調 査 終 了 後 は,フ リマ ン トル}こ帰 る.　FIBEXに 際
して の オ ー ス トラ リアの 調 査 に よる と,ブ リッ ヅ湾 付 近
は,ナ ンキ ョ クオ キ ア ミを は じめ,生 物量 の 多 い とこ ろ
だ とい うこ とで あ る.生 物 分布 と環 境 との関 係,生 物 の
種 間 関 係 に つ い て の情 報 が 得 られ る で あ ろ う.
「し らせ 」が 「ふ じ」に 替 わ って 初 め て の航 海 を行 う.
輸送 物 資 の 増 加,セ ー ル ロン ダ ー ネ 地 域 の 予 備調 査 な
ど,多 岐 に わ た る行 動 が 予 定 され て い るが,極 海 で の 行
動 日数 が18[1延び た こ と もあ って,1983～84年,25次を
皮切 りに,3年 計 画 で,浮 氷域 の 生 態 系調 査 が実 施 され
る.本 年,フ リマ ン トル を 出た 「し らせ 」 は,昭 和 基 地
に接 近 す るに 先立 って,リ ー セ ル ラル セ ン'「島 沖 の グ ン
ネ ル スパ ン クで の 調 査 を 行 う.つ い で,「 し らせ 」 が 昭
和基 地 に接 近 す る の に従 って,昭 和 基 地 周辺 へ 調 査海 域
を 移す.昭 和 基 地 で の輸 送 ・建 設 を 終 え た 後 「し ら せ 」
は,七 一 ル ロ ンダ ー ネ地 域 の 予 備 調 査 の ため に,ブ ライ
ド湾に 廻 航 す る.こ の 際,ブ ライ ド湾 の浮 氷 域 で の調 査
を行 う,さ ら に,七 一ル ロ ン ダー ネ の 予備 調 査 の終 了を
ま って,「 しらせ 」 は,再 び,グ ンネ ル ス パ ン クに赴 き,
調 査 ・研 究 を 実 施 す る.
浮氷 域 内で の 船 舶 の 行 動,調 査 作業 は 極め て 困難 であ
り,こ の海 域 での 調 査 結 果 は 極 め て 乏 しい,し か し,実
際 に,浮 氷 域 には,ア ザ ラシや 海 鳥 が 多い.そ の理 由を
知 る情 報 を,何 とか 得た い とい うもの で あ る,
以L,　SIBEXに参 加す る 日本 の 各般 の 計 画 を 中 心 に,
SIBEXに つ い て,そ の あ ら ま しを 述 べ た.と ころ で,
諸 外 国 の 計画 は ど うな って い るで あ ろ うか,　BIOMASS
Report　Series　No.　29の記 述 を 一 部改 変 し表 に ま とめ た
もの が 前 表 で あ る.冒 頭 に述 べ たSIBEXの 目標 に|i・]・
て,多 くの 調 査 ・研究 が な され る有 様 を ご理 解 いた だけ
る と思 う.(唯 者;国 立 極地 研究 所 資料 一ド幹)
南極鉱物資源特別協議会議
吉 田 栄 夫
1983年7月11日か ら22日まで,ラ イ ン川 の ほ と りの緑
濃 い 西 独 の 首 都 ボ ンで,表 題 の 会議 が開 か れ た.こ れ は
昨年6月 のニュージーランド,ウエ リントンでの第1回
会議,回 し場所での本年1月 の非公式会議に引続 くもの
で,実 質的には3回 目であるが,第2セ ッションとよば
れる,
14か国の南極条約協議国か ら,現地大使館の人達若干
を含めて,101名の代表団の人達が集まった.我が国か
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らは,在 独の小野寺公使を首席とし,外務省科学課の吉
井事務官,文 部省国際学術課雨宮調整官,資 源エネルギ
ー庁国際資源課村山課長補佐,石油公団宇都宮調査役,
在独の伊佐敷書記官,それに筆者の7名が参加した.各
国とも外交官のほか,各 省庁の関係者や研究者が加わっ
ている.米国などは民間団体1人を含めて13名の大代表
団であった,
会場は,ボ ンの科学センターが選ばれたが,ま ず我我
を迎えたのは,会 場前に沢山の布製,ビ ニール製のペン
ギンを並べた環境団体の人達であった.会期中ずっとこ
れらの人達の平和なデモが続 き,会議場のロピーや レセ
プション会場で,し ばしば各国の代表団と話を交えた.
どうやら今回の報道の主役は,こ のペンギン達であった
ようである,
会議は冒頭の西独外務政務次官メルテス氏の演説に続
き,議長に西独ユンク大使を選び,直 ちに開始された.
事前の打合せに従って,前 回会議の終了時に出された,
ニュージーランド,ビービー議長の私案としての,条約
形式草案 を出発点として,これに基 づく討議 が 行 われ
た,会 議は非公開で行われ,従 って本来ここで配布され
る文書も非公開であるが,こ のピーピー原案は環境団体
に よって素破抜かれ,一 寸した物議をかもしたもので,
私達に環境団体から配布された"ECO"　とい うパンフレ
ットに,きれいに印刷されていた.こ の案は少くとも環
境保護については 非常 に配慮 が払 われているものであ
る.
会議 は全体会議,首 席代表会議のほか,親 作業委員
会,環境問題と探査 ・開発諸段階の定義に関する2つ の
小委員会で議論を請わせた.前 記のような事情で内容を
詳しく記すわけには行かないが,今 回は具体的な一つの
草案をめ ぐって討議が行われたため,各 国の合意が容易
である点や難 しい点が,具 体的な形で示されたことが,
一つの前進 といえよう.これを,う まくまとめて,出発
点 としてではなく,基礎としての統一草案にまとめられ
るか否かが,今 後の一つの焦点であろう.1月 には2年
以内に合意ができるであろうという意見が多か ったが,
果してそのように進 む のか,そ れともさらに長期に亘
る熱い討議を重ねなけ れ ば ならないのか,予 測は難 し
い.
次回は,多 分来年1月 頃ワシントンで続 きが行われる
ことになろう.我が国が開催して欲しいという各国の要
望は極めて強い.近 い将来これが実現されることが,我
が国の南極条約協議国の中で占める位置からしても,大
変望ましいことと思われる.
(筆者:国 立極地研究所地学部門教授)
観 測 隊 便 り
一算24次越冬隊の近況一
6月はじめから7月中旬までの間,昭 和基地,み ずほ
基地共に太陽の出ない,夜だけの冬ごもりの季節 となる.
と言っても午前11時頃から午後1時 頃までは地平線近 く
まで太陽高度が上が り,薄明(新聞の字が読める程度)の
状態 となる.生活に欠かすことのできない飲料水用の氷
取 りや,観測,設 営の野外作業はこの時間帯に行なわれ
る.
しかし,この期間は遠出の野外観測や,高 所での作業
等は安全のため控え,屋 内での車輌の整備や,これか ら
冬明けと共に開始される,本格的な野外観測,内陸旅行
等の準備作業に当てられる.
南半球の冬至に当る6月22日,南極の各国基地で ミッ
ドウインタ一系が行なわれた.調理の隊員の腕を振るっ
たフルコースや,模擬店,演 芸,ゲ ーム大会が行なわれ
長い極地の夜のひとときを明るく過ごした.し かし,こ
んな中でも,気象を始めとする定常観測業務や,発電機
の点検に当った隊員は、データーの収録や機器の点検に
気を配っていた.
5月初めのブリザー ドで海氷が流され孤島となってい
た東オングル島の周辺 も6月に入り海氷が発達 し,氷山
からの氷取 りも週2回 定期的に行なっている.オ ングル
海峡や リュツォ・ホルム湾の/中にはまだ開水面があ り,
沿岸附近の調査を行う隊員には気が許せない状態が続い
ているが,こ れから7月,8月 と気温の最も低下する時
期を迎えるため,冬 明けの野外観測が本格化する頃には
問題はなくなるであろう.
みずほ基地では,-50℃の厳 しい環境の中,6名の隊
員が観測と設営に頑張っている.4月 から始めた中層ボ
ー リングも順調に経過 し、その他の観測も順調である,
寒さは,冬場に入り厳 しさを増し,こ まかい作業の一
つ一つに,夏 場の何倍もの労力を必要とする.しか し,
朝焼け,夕焼けの空の色や,オ ーロラの乱舞に,隊 員達
は,日 頃の苦労 も忘れて見入っている.
一策25次南極地域観測隊員決まる一
今秋,11月14日出発する第25次「有極地域観測隊47名
(越冬隊員36名・夏隊員11名)のうち.既に決定 してい
る隊長,副 隊長を除 く43名が6月22日置開催された南極
地域観測統合推進本部総会で決定,同 日発表された.
残る2名 については,現 在選考中である、
また,外 国共同観測派遣者3名 も発表された.
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第25次隊は,第23次から始まった観測の重点項 目であ
る宙空系の 「中層大気総合観測(MAP)」,雪氷 ・地学系
の 「東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画」,
生物 ・医学系の 「南極海洋生態系及び海洋生物資源に関
する研究計画(BIOMASS)　」の3年 次 目として観測を実
施する.
情報処理 センター・システム・ブロック図
、■.■眠"ギ 「
○○
pcuOEM
FFr
－第25次観測隊員の夏期訓練一
「mCdie
第25次南極地域観測隊員の夏期訓練は'F沢威男隊長以
下43名の隊員及び隊員候補者が参加し6月27日から7月
1日まで文部省菅平高原体育研究場で行われた.
観測船 「しらせ」の出港がll違ったため,例 年より早
めに行われた.
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熱心に講義を聞く第25次観測隊員
情報処理センター紹介
昭和51年に導入された中型電子計算機(HITAC　M-
160)により始められた共同利用施設としての当センター
も.周辺装置として画像処理装置,カ マック方式を採用
した高性能小型計算機 システム等が整備され,南 極で取
得されるデータはほとんど計算機処理ができるようにな
った.共 同利用者 ・件数の急激な増大に伴い利用時間も
昨年は月360時間と言 う稼動率で中央演算処理装置の能
力の限界に達し,昨年12月大型電子計算機(M-180)の導
入を行い,処理速度をこれまでの7倍 と高速化し対処し
た.ソ フトウェアの充実も年々なされ,特 に文献は南極
北極に関しアメリカ国会図書館に登録されているものが
全てデータベース化 してある.当センターは上記処理装
置のほか,英 文 ワー ドプロセッサ2台 も共同利用 に 供
し,近 々日本語の導入を考慮 している.今年はシステム
利用の手引を完成し,多 くの方がより利用し易いセンタ
ーにすぺく職員一同努力している.
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研究所出版物
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Memoirs　ef　National　Institute　ofPolar　Research
　 Series　E (Biology　and　Medical　Science),　No.　35:
　 　 Freshwater　algae　from　Skarvsnes,　near　Syowa
　 　 Station,　Antarctica,　by M.　Hirano.　31p.　with
　　　19　pl.　 June　l983
JARE　Data　Reports
　 No.　84　(Aurora　11):　Recordsof　all-sky　camera　pho-
　 　 tographs　at　Syowa　Station,　Antarctica　in　198L
　　　8p.　 August　1983
新版地形図受入れのお知らせ
1]の出岬 南 部,二 番 岩,か す み 氷 河,か す み 岩,碁 盤 同
君,長 岩,明 るい 岬 東 部,明 る い 岬西 部,だ る ま岩,
計9稲 類.各 地 図1:25,000.1982年3月 国土 地 理 院
発 行.
在 庫 が あ ります.ご 希 望 の方 は,図 書 室 ま で 申 し出て
..ドさ い
.
レ来 訪 者く
5」]18111～5月21日　 Dr.　LONGTON,　R,(英 リー デ ィ
ング大 学 准 教 授)
6月6n～6月9日 　 Dr.　SEPPELT.　R.　(オー ス トラ
リア南 極 局 研 究 員)
6月13日　 Dr.　POMERANTZ,　M.　(米デ ラ ワー大 学 教
授)
7月8日 　 Dr.　LAMBRIGHT,　H.　(米シ ラキ=一 ス大
学 教 授),　Mr.　BERGER,　G.　(南カル フ ォル
ニ ア大 学 東 ア ジ ア研 究 所研 究 員)
7月15口　 Dr.　SCHLEGEL,　K.　(ドイ ツマ ッ クス プ ラ
ン ク研 究 所 主 任研 究 員)
一6一
7月18日
7月22n
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黄 茂桓Huang　Maohuan　(中国 科 学 暁 闇 州
氷 河 凍 土研 究 所 副 教 授)
Mr.　THOMSON.　R.　(;ユ ー ・ジ ー ラ ン ド
工 業 科学 者 南 極 局長)
Mr.　NELSON,　P.　← ユー ・ジー ラ ン ド南
極 観 測 隊),
Mr.　BOWCOOK,　E,　(　〃　 )
第31回運営協議員会議
6月6日(月)に開かれ,以 下の事項を審議した.
1.第26次南極地域観測計画(案)に ついて
2.昭 和59年度概算要求基本方針(案)に ついて
(1)特別会計予算
(2)一般会計予算
3.第26次南極地域観測隊長 ・副隊長について
4.第25次南極地域観測隊の編成について
5.昭 和58年度外国基地派遣者について
6.教 官人事の審議について(第2回 運営協議員会議申
合せ)の 一部改正について
第12回評議員会議
7月5日(木)に開かれ,以 下の事項を審議した.
1.昭 和59年度概算要求基本方針(案)に ついて
2.セ ールPン ダーネ山地における今後の観測計画につ
いて
第24次隊月例報告(5月一6月)
5月は月初め と月末に大きな気圧の谷が通過 し,強風
となったが租雪は少なかった.5月2日 から3日にかけ
て東オングル島周辺の海氷は,も っとも陸に近いタイ ド
クラックのところから流れ去った.こ のため水不足に苦
労 したが,そ の後,次 第に結氷し下旬には氷山から氷を
取 り飲料水を確保することができた.6月 は次々と低気
圧が現われたが,大 きく悪天候をもたらすものはな く,
あいかわらず積雪は少なかった.6月2日 リュツォ・ホ
ルム湾全域が再び開水面となった.そ の後も結氷はあま
り進展せず,4月 末以来観測隊の行動はほとんど東オン
グル島に限定されている.ブ リザー ドは両月あわせて3
回のみであった.
観測報告
気象:6月6日 に浮浮L型雪上[1〔を使用 しS16地点の気
象ロボットの電池を交換した,
宙空系:西 方ングル島のテレメトリー基地は,6月17,
29,30日に点検と電池交換 ・充電を実施したが,海 氷流
失後の結氷状態が悪いため上陸は容易とはいいがたい状
況であった.
環境科学系:海 氷流失に伴い,5月 の定点観測は中止
したが,6月 に再開することができた.
雪氷:み ずほ基地では氷床の中層掘削が当初の目標で
ある250mを突破 し,月末には313mに達 した.
設営報告
燃料消費内訳 単位:t
案 内
'第6回 南極 生物 シンポ ジウムド
1開 催 日:昭和58年9月8目(木)～9月10日(土)
ζ場 ・所 国立極地研究所講堂
)
1問合 せ 先:生 理 生 態 学研 究 部 門
}(962)4711内35、(福 地)
区 分
普通軽油
灯 油
.・ 月 ⊥ ・ 月
消費量 臓 副 鵬 ゼ 残 量
・4,・88・82.M7ミ ・3β53!
1168・294
4・ggl・乳 … も…1 42,381
第4回 南極地学シンポジウム
開 催 日:昭 和58年10月28日(金)～10月29日(土)
場 所:国 立 極 地 研 究 所 講 堂
問 合 せ先:地 学 研 究 部 門
(962>4711内354(神沼,森 脇)
な お,発 表 中 込み の 締切 日は9月10日(土)
{で す ・
機械110月に予定 され てい る内陸旅行 に備 え て,
SM50S雪上車の整備 が行 われている.また,SM40,
KC40S雪上車の整備,125KVA発電機は750時間定期
点検が実施された.そ の他暖房機の点検整備,消 火器の
消火剤つめ替え等も行った.み ずほ基地で は,16KVA
発電機,ボ ーリング用発電機の500時間点検,温 水循環
ラインの三方コック不良のための交換作業が行われた.
航空:海 氷流失のため飛行作業は完全に停止したが,
陸上駐機場に揚げられたピラタス,セ スナ両機は,定 期
的に防錆運転,点検整備を行った.
一7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数　(Number　of　clear　days)
昭和基地(Sy。wa:89532)
5月(May>
-2 .2
一3 .2
一21.8
ggo,9
1.6
60
8,8
6月(Jun,)
-13,6
一4
.8
一27 .9
987.9
1.7
72
8.5
27.9(31,ENE)29.9(9,ENE)
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
5月(May)
-38.4
一23 .3
一48
.3
6月(Jun.)
-39.8
一23 .3
一52.8
732.5
(station　pressure)
13.9
729.3
11.7
19.8(16,ESE)19.4(24,ESE)
36.0(31,ENE)40,3(1,ENE)24.9(16,ESE)23.0(24,ESE)
5.8
7
8.2
2
一1.,S■ 慮.■.一 …1.,慮 一■,e"一 一 一`1-`・一
【極 地豆 事典】
インマルサ ットシステムと南極
,.～A～ 岬叩・.一'〃A～.μ'.""
海 岸地 球 局 と船 舶 地 球 局 を 太 平 洋,大 西 洋,イ ン ド洋
の赤 道 上 空に あ る3つ の 静 止 衛 星 で 結 び 高緯 度 を除 く.
地 球 上 の 全て の海 域 か ら高 品 質 の 通 信 を 確 保 す る,マ リ
サ ッ トシ ス テ ム　(MARISAT　System:海事 衛 星 通信)
は,1976年ア メ リカで 開 始 され,1982年2月 か ら国 際 的
な イ ンマ ル サ ッ トシス テ ム(INMARSAT　System　:国際
海 事 衛 星 機構)と して発 展.現 在38か 国が 加 盟 し,船 舶
斡.`
と陸地を結ぶニューメディアの通信網として利用されて
いる.
日本の南極観測隊では,他 の外国基地に先がけ1981年
"一 一一'
eN-H、"rず'"一 員－L"噸"、.■一ー 一 －y`tN"■一 －Nf'.、
ミ
2月 か ら,ソ リ付 観 測室tcマ リサ ッ トシス テ ムの 送 受 信1
瀟 を設け,。 。タィブ彊 誌 。。ク。,リ・鵬 方1
ミ
式で運用を行なっている.特にファクシミリはA4版 の1
原稿を1分 間で送受信でき,国内の電話回線 と同等の解
像力があることから,複雑な図面も良好に送受信できる
ようにな り,観測,設 営のあらゆる面で偉力を発揮 して
いる.
また,マ リサットシステムの導入で,日 本一昭和基地
間の一般公衆通信が行なわれるようにな り.日本のどこ
えでも,あるいはどこか らでも昭和基地とのダイアル通
話が可能になった.
日本と昭和基地は,図 に示す ようにインド洋衛星のヵ
パ レッジ(衛星を仰角5° 以上で捉えることができ,良
好な通信が可能な地域)の 端に位置するため,両 者悶の
一…
へ
通話は片道約10万kmの長旅の末,相手の【Fに届 くこと}
と な る.こ の 距 離 は 約0,3秒 の 遅 延時 間 を 生む,従 って1
～南 極
か ら 「モ シ モ シ」と言 って 日本 か ら 「ハ イ!」と返 事 モ
が 返 って く るの は,さ らに0.3秒後 の0.6秒 後 と言 うご ミ
～
とに な る・ ミ
ち なみ に1通 話3分 間 の 基 本 料 金 は5700円,それ を超}を
え る と1分 毎 に1900円加 算 され る,さ らに,南 極 か らか ≧
ける場合は料金支払いの都合上コレクトコール(着地払1
い〉となるため・長話しは禁物である・やは り南極は日 ミ
本から遠い距離にあると言えよう・}
'v#ノ ノ ■r,nvtV-t/一 一
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